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【観 覧 料】

【休 館 日】月曜日（月曜日が祝日の場合は次の最初の平日）
年末年始（12.29㊍～1.2㊊）

企画展

MuseumÊopensÊyourÊheart

CALENDAR2016-2017
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【開館時間】

入館のご案内

午前9時～午後5時（入場は午後4時30分まで）
※8月11日（祝・木）は午後7時まで延長します。（入場は午後6時30分まで）

コレクション展示

個人 団体個人 団体

展覧会によって
異なります。
それぞれの観覧料で
コレクション展示も
ご覧頂けます。

大人

大学生
高校生

410円 310円

200円 100円

【利用施設】美術教育普及のため、以下の施設が利用できます。
詳細は館内施設の利用案内をご覧ください。
○市民ギャラリーA・Ｂ　○多目的ホール
○市民アトリエ　　○講座室　　　　○版画室、暗室
○子供創作館　　○情報交流館　　○市民創造ひろば

【無料施設】下記の施設は観覧券がなくてもご利用いただけます。
○美術情報図書室（３階）  ○ミュージアムショップ（１階）

【イベント】● 4 /21（木）開館記念日（企画展半額、コレクション展示のみは無料）
● 5 / 1（日）市制施行記念日（企画展半額、コレクション展示のみは無料）
● 6 / 17（金）美術館のキャンドルナイト
● 7 / 9（土）美術館で夕涼み！
●12 / 10（土）クリスマス・キャンドルナイト
● 2 / 14（火）バレンタインデー（男性はコレクション展示無料）
● 3 / 14（火）ホワイトデー（女性は企画展半額、コレクション展示のみは無料）

【カフェ・レストラン】ビストロ・サンチーム（TEL.0263-35-9850）

交通 ◇松本バスターミナルからアルピコ交通バス・横田信大循環線5分[松本市美術館]下車
◇JR松本駅からタウンスニーカー（市内周遊バス）東コース14分[松本市美術館]下車
◇JR松本駅から徒歩12分　　◇長野自動車道松本インターチェンジから車で15分

〒390-0811  長野県松本市中央 4-2-22　TEL.0263-39-7400
URL http://matsumoto-artmuse.jp
E-mail  museum@city.matsumoto.nagano.jp
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※団体は20名以上　※70歳以上の松本市民はコレクション展示無料
※中学生以下無料
※障害者手帳携帯者とその介助者１名無料

企画展・コレクション展示
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※「遙かなる山ー発見された風景美」は
      8月8日 一部展示替えのため閉室

※８月は無休
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※ 「第７回  老いるほど若くなる」は４月９日○まで開催
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※10月11日○～10月14日○、
    常設A・Ｂ・Ｃは展示替えのため閉室
    

火 金

※12月27日○～12月28日○、
　常設Ｂ・Ｃは展示替えのため閉室
    

火 水



市民ギャラリー等展示のご案内
3.24㊍ - 4. 3㊐　
    　　※28日休館
3.29㊋ - 4. 3㊐
4. 5㊋ - 4.10㊐
4. 6㊌ - 4.10㊐
4. 6㊌ - 4.10㊐
4.12㊋ - 4.17㊐
4.15㊎ - 4.17㊐
4.16㊏ - 4.17㊐
4.20㊌ - 4.24㊐
4.26㊋ - 5. 1㊐
4.29㊎ - 5. 4祝㊌
5. 6㊎ - 5. 8㊐
5.10㊋ - 5.15㊐
5.10㊋ - 5.15㊐
5.11㊌ - 5.15㊐
5.20㊎ - 5.22㊐
5.24㊋ - 5.29㊐

5.27㊎ - 5.29㊐
5.31㊋ - 6. 5㊐
6. 1㊌ - 6. 5㊐
6. 1㊌ - 6. 5㊐
6. 7㊋ - 6.12㊐
6. 8㊌ - 6.12㊐

6.26㊐ - 7. 3㊐　
※27日休館

7. 5㊋ - 7.10㊐
7.13㊌ - 7.18祝㊊
7.21㊍ - 7.24㊐
7.22㊎ - 7.24㊐
7.27㊌ - 8. 1㊊
8. 1㊊ - 8. 7㊐
8. 2㊋ - 8. 7㊐
8. 8㊊ - 8.21㊐
8.15㊊ - 8.18㊍
8.23㊋ - 8.28㊐
8.30㊋ - 9. 4㊐
9. 6㊋ - 9.11㊐
9.14㊌ - 9.19祝㊊
9.22祝㊍ -10. 2㊐　
　 ※26日休館
10. 8㊏ -10.10祝㊊
10.13㊍ -10.16㊐

10.19㊌ -10.23㊐
10.21㊎ -10.23㊐

10.27㊍ -10.30㊐
11. 2㊌ -11. 6㊐
11. 9㊌ -11.13㊐

11.16㊌ -11.20㊐　

11.19㊏ -11.20㊐
11.19㊏ -11.20㊐
11.24㊍ -11.27㊐　
12. 2㊎ -12. 4㊐
12. 2㊎ -12. 4㊐
12. 9㊎ -12.11㊐
1. 3㊋ - 1.15㊐　
　 ※10日休館
1.18㊌ - 1.29㊐
　 ※23日休館
2. 2㊍ - 2. 5㊐
2.15㊌ - 2.19㊐
3. 1㊌ - 3.12㊐　
　　 ※6日休館
3.17㊎ - 3.20祝㊊
3.23㊍ - 3.28㊋　
　　 ※27日休館

第3回フィルム写真が語りかける山崎豊の世界

NHK文化センター松本・iCITY写真講座写真展
白金町会自然観察会「蝶と楽しい仲間たち」
第17回NHK日本画展
才能教育研究会創立70周年記念写真展
京都造形芸大甲信越会作品展（10周年）
カワリメ、
第14回宮田透作品展－イラスト＆短歌展－
第30回記念二科長野支部展
NHK文化センター松本写真講座写真展
「光」の分岐展Ⅱ
第8回静鐘会書展
第27回中信版画展
第4回 我風展(写真）
第17回心のふれあい絵手紙展
第39回信州書象展
－大自然からのプレゼント－
創立95周年 燕山荘グループスタッフ写真展
第36回信濃現代水墨画会員展
「松本紬を、伝える。」武井豊子の仕事展
第32回水彩連盟長野県支部展
結成30周年記念 写好会同窓写真展
つしまむつみの布人形展「こどもの世界」
第36回日本現代工芸美術長野会展
同時開催2016現代工芸美術会「第9回公募展」
第68回長野県美術展

第13回ＩＡＣ美術会信州展
第49回一陽会長野展
第五回青樹会展
第16回マザーグースパッチワークキルト展
第57回松本市芸術文化祭 市民文芸展現代詩展
松本フォトアカデミー写真展 麗しの大地2016－信州心の故郷－
第7回長野一水会展
第10回長野二紀展
｢光｣の分岐展Ⅲ
第10回 日・仏現代作家展
第14回信州現展
第21回信州写真展
第23回光風会工芸部長野会展
第12回地域現代作家代表作展

第57回松本市芸術文化祭参加 松本地区書道協会第43回作品展
松中・深志師弟が駆け抜けた明治・大正・昭和
未来へつなぐ近代美術の幕開け　
第29回松本市小中学生平和ポスター展
第57回松本市芸術文化祭参加 
第70回松本学生美術会「学美展」
第23回長野県高等学校写真展
第39回日本山岳写真協会合同展
第57回松本市芸術文化祭参加 
第33回長野県中信地区高等学校書道展
第34回長野県中信地区高等学校書道教員展
第57回松本市芸術文化祭
市民絵画、写真、文芸（短歌・俳句・川柳・現代詩）、書道展
第57回松本市芸術文化祭 華道展
長野県児童生徒美術展松本市小中学校・中信地区ブロック展
第57回松本市芸術文化祭 第14回美術工芸展
松本第一高等学校美術工芸コース生徒作品展
松本市美術館版画講座受講生による作品展
第69回長野県書道展
第69回中信美術展

第15回美術館友の会会員作品展

第66回写真県展・第15回中信地区選抜写真展 
エクセラン高等学校美術科卒業制作展、美術科展
第21回中信女流作家選抜展

第25回水穂会信州支部つくし会書展
第13回信州国展

企画展・コレクション展示のご案内

バーナード・リーチ展
生誕130年 日本民藝館所蔵 

第７回
老いるほど若くなる

山の日制定記念

70歳以上の公募による美術展
応募条件はただ一つ、70歳以上で
あること。隔年で開催し今回で７回
目となる、70歳以上の方を対象にし
た公募展。入賞・入選作品約100点
を展示します。年を重ねたからこそ
描ける天衣無縫な世界をご堪能く
ださい。

国内外で活躍を続ける松本市出身
の彫刻家・飯沼英樹。現在を生きる
飯沼が創り上げるのは、現代を生き
る女性像。煌びやかな衣装を纏った
モデルたちの、一瞬の輝きに宿る神
性を具現化したかのような飯沼の木
彫作品。その全貌をご紹介する初め
ての展覧会です。

明治期に日本で近代登山が黎明を迎
えると、自然美に憑かれた画家たちが
みずみずしい筆致で感動を描きとめ
ます。大正から昭和初頭の観光ブーム
により山岳風景が万人のモティーフと
なると、実景から離れた主観的な表現
も生まれました。いつの時代も人々を
惹きつけてやまなかった山の魅力の
原点を、絵画の世界から振り返りま

○新収蔵作品おひろめ展･石井鶴三特集展示
■会期／2016年10月15日［土］～12月25日［日］  ■会場／常設展示室Ｂ・Ｃ

○松本、戦後美術の立役者たち
■会期／2017年1月3日［火］～4月2日［日］  ■会場／常設展示室Ｂ・Ｃ
石井柏亭、宮坂勝らからはじまる、松本の近代美術を支えた作家たちの作品をご紹介します。

○特集展示「草間彌生－魂のおきどころ」　　　
■会期／開催中～2016年10月10日［祝・月］  ■会場／常設展示室Ａ・Ｂ・Ｃ
※好評につき、会期を延長しました。

遥かなる山－発見された風景美

■会場／企画展示室

■会期／2016年7月16日[土]
　　　　～9月4日[日]  
　　　　※会期途中に展示替えがあります。

常設コレクションのご案内

コレクション展示

《白いやまなみ》1980年

■田村一男記念展示室
信州の山と自然をこよな
く愛した画家・田村一男
の生涯にわたる絵画を収
蔵。冬の高原風景を中心
に、自然のもつ空気感を
独特のマチエールと存在
感で表現しています。

特集展示「草間彌生－魂のおきどころ」展示風景

■細川宗英特設展示
松本に生まれ、戦後彫刻界の新しい動き
の中で最も輝いた作家の一人、細川宗英。
時の経過の中に崩壊していく肉体や物、そ
こに存在する美をどう捉え表しているか、
じっくりご覧ください。

《王妃像NO.1》1981年

■会場／企画展示室

■会期／2017年3月4日[土]
　　　　～4月9日[日]

■会場／企画展示室

■会期／2016年4月21日［木］
　　　　～6月5日［日］

《ガレナ釉筒描山羊文皿》 1952年 日本民藝館蔵

第6回展  グランプリ天衣賞
川村政美《菜園の大切な時間》
2014年　

山元春挙《山上楽園》 1922年 京都市美術館蔵　
大下藤次郎《穂高山の麓》 1907年 東京国立近代美術館蔵　

《自画像》 1914年 日本民藝館蔵

《かぼちゃ》1999年草間彌生　©YAYOI KUSAMA

■草間彌生－魂のおきどころ（常設展示室Ａ）
現代芸術をリードしつづける草間
彌生。少女期の葛藤から生まれた
作品群や、鑑賞者自身が作品の中
に入りこめる大型作品など、日常
と非日常のはざまから創出され
る彼女の作品を故郷・松本で常
設展示しています。（2016年10月
10日［祝・月］まで常設展示室B・C

を含めた拡大
特集展示を開
催。）

※展覧会の期間・名称等の変更や随時追加がございますので、 
　詳しくはお問い合わせください。 

東洋と西洋　　ふたつの文化の融合
を目指した英国人陶芸家バーナー
ド・リーチ。柳宗悦の起こした民藝
運動にも傾倒し、松本をはじめ日本
各地の工房で職人たちと共に制作、
意匠監修を行いました。日本人に愛
された英国人の足跡を、日本民藝館
所蔵作品を中心にご紹介します。

《氷心玉壷》1988年

■上條信山記念展示室
松本市出身の書家・上條信山の生涯にわたる書を収蔵。ほとば
しる墨、躍動する線、力強い表現から生み出される爽快で響き
のある空間が印象的です。

小川千甕
《西洋風俗新大津絵　ベニスのゴンドラ》1914年

■池上百竹亭コレクション展示
池上喜作（百竹亭）が、正岡子規への憧れを
きっかけに始めた文芸美術資料の蒐集。文
人たちの達観した境地、清らかな画境を示
す作品をお楽しみください。

■会場／企画展示室

■会期／2016年9月17日［土］
　　　　～11月27日［日］

飯沼英樹展
きら
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《Aurora》 2015年1

3

《Matilda》 2014年3
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《Akasagarbha Eufemia》 2016年2
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